
デジタルワイヤレスインターカム WD-D10シリーズ

業種 ：福祉
目的：情報共有・安全管理

（福） 横浜市社会福祉協議会 横浜市豊田地域ケアプラザ  様　神奈川県横浜市

導入事例  No.176

開所から30年！長年勤めた介護職員も納得の業務効率化。
ワイヤレスインターカムが生産性・介護の質の向上。

神奈川県横浜市で70年以上の歴史を持つ、「社会福祉法人横浜市社会福祉協議会」。
同法人は横浜市からの指定管理を受け、高齢者・子ども・障害のある人などを支える
ための地域ケアプラザ（地域包括支援センターを併設）において、通所介護サービス
を運営しています。その中のひとつ、開所から約30年の歴史をもつ横浜市栄区の「豊
田地域ケアプラザ」にワイヤレスインターカムを導入しました。

「豊田地域ケアプラザ」が運営する通所介護事業の利用者定員は31名。稼働率90%を超えることもあ
る、地域でも人気の信頼の厚い通所介護サービスです。職員は約25名で、常勤・非常勤職員が業務
にあたる中、勤続年数10年以上の職員が約3割いるのが特徴です。しかし、離職への補充採用が難し
く、業務が多忙となる中、職員に心のゆとりが持てず、利用者へのサービスの質が低下する恐れがあ
りました。そこで、介護職員の『業務負担の軽減』と、利用者への『サービスの質の向上』、そして、運営
面での『生産性を重視した業務効率化』の3点を目指しました。

導入の背景



「インターカム導入前は、施設入口での送迎時のスタッフのやりとりでは運転員が施設に到着した
ことや、下車介助で介護員を呼び出すために大きな声でデイルームに伝達していました。また利用
者の心身の状態を共有するのに、利用者のプライバシーに配慮しながら職員
一人ひとりに伝達することも大変な仕事でした。これらの大変さが解消し、結
果として利用者へのサービスの質の向上に繋がりました。持ち場を離れずに
コミュニケーションを取れることが、結果的に少人数での業務効率化にも繋
がっていると実感しています。」

活用シーン

本システムについてのお問い合わせは

事務所とデイルームの連絡
事務所とデイルームが約20ｍ離れており、職員が連絡のため1日に何度もその
距離を移動し、報告するというケースがあった。インターカムでの連絡により、
その行き来をなくすことで業務におけるわずかな手間の削減を積み重ねた結
果として、圧倒的に業務効率化を実現できた。

※記載の法人・団体名・組織名・所属・肩書きなどは、すべて取材時点でのものです。

導入の効果
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U S E R ’ S  P R O F I L E

（福）横浜市社会福祉協議会
横浜市豊田地域ケアプラザ
神奈川県横浜市栄区飯島町1368-10

https://www.yokohamashakyo.jp/toyoda/

社会福祉法人横浜市社会福祉協議会は、横浜市内で17箇所の地域ケアプラザを受託管理し、16箇所でデイ
サービスを運営しています。「誰もが安心して自分らしく暮らせる地域社会をみんなでつくりだす」という活動
理念のもと、住民やボランティア、市民団体の方々などと、地域福祉活動を中心に様々な活動をしています。

所長　川田 将之 氏

「これまでは連絡のために事務所とデイルーム間を1日何十回も移動していま
したが、インターカムによるコミュニケーションで済むことが多々あることに気
付かされました。劇的に業務が変わるというよりも、小さなことの積み重ねで仕
事の効率UPが図れました。結果、利用者様の気持ちを落ち着かせることにも繋
がり、デイルーム内の雰囲気がよくなりました。」 生活相談員　阿部 卓也 氏

車両とデイルームの連絡
朝夕の送迎時、職員が利用者を玄関まで送り迎えするために、職員同士の連絡
は携帯電話で行っていたが、インターカムの導入後は即時全員で業務確認で
き、同時通話機能で格段にスムーズになった。
事務所の生活相談員1名＋看護師1名＋介護職員4名がインターカムを装着。送迎時、車からデイルームへの
到着連絡のため、ベースステーションは施設入り口付近に設置。

トイレ・浴室利用時
小さな声もきちんと伝わり、高音質で聞き取ることができる
ため、トイレや浴室など死角のある場所への移動や、利用者
のプライバシー保護に配慮した会話が円滑にできるように
なった。また、デイルーム内の発声や利用者の名前の呼び方
などにも変化がおき、サービスの向上に繋がった。 デジタルワイヤレスインターカム

WD-D10シリーズ


